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   A 28-year-old man visited our clinic with a complaint of painless swelling of left scrotal contents. 
An initial right semicastration for embryonal carcinoma and seminoma had been performed 10 years 
earlier. Left semicastration was performed, and its histopathological finding was pure seminoma. 
   A total of 96 cases of bilateral testicular tumors of germ cell origin reported in Japan are 
summarized and discussed concerning incidence, age, histology, interval, prognosis and mechanism 
of the tumorigenesis.
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Patton5)は556例中4例(0.7%)と 報 告 して お り,
そ の 平 均 は1.1%で あ る.わ が 国 で は両 側 睾丸 腫 瘍 と
して 星野(1907)6)が最 初 に 報 告 した が,組 織 学 的に
は 肉腫 で あ った.そ の後1982年に 鍋 島 ら7)によ り両 側
精 細 胞 性 睾丸 腫 瘍 と して詳 細 に65例 が 集計 さ れ て い
る.
今 回 わ れ われ は 鍋 島 ら7)の欠 落症 例 を 加 え,更 に そ
の後 の両 側 精細 胞 性 睾 丸 腫 瘍 の報 告 例 を 集 計 し,1984
年12月ま でに 自験 例 を含 め て96例を蒐 集 す る こ とが で
きた(Tablel,2).
そ の うち病 理 組 織 別 頻 度 を見 る と,左 右 同組 織 型 の
もの ではseminomaが圧 倒 的に 多 く,全 体 の84%を
占 め,次 い でcmbryonalcarcinomaG1%)であ っ
た.左 右 異 組 織 型 の も の で はseminomaとemb-
ryonalcarcinomaの混 合 が29%と 多 く,ま た 左右
異 組 織型 の うち2例 を除 く33例は,片 側 にseminoma
















































































知識を有 しなかったため,除 睾術のみに とどめた点は,
今後の反省材料になることと思われる.
結 語
18歳時,最 初 に 右 側 睾 丸 にseminoma+embryo-
nalcarcinomaが発 生 し,摘 出 後 約10年の間 隔 をお
いて,左 側 睾 丸 に もseminomaの発 生 を見 た 両 側 精
細 胞性 睾 丸 腫 瘍 の1例 を報 告 した.本 邦 文 献 上,両 側
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